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2019 年 ４月８日発行 

第42号 

１Ｐ：表紙・問題提起 
   
２Ｐ：「トポス補償非 
  難謀略宣伝」の事 
  実経過と原告完 
  全敗訴の理由 
   
３Ｐ：写真で分かるト 
  ポス周辺開発の 
  素晴らしい成果 
  ▲共産党のウソ 
  がよく分かる！ 
  
４Ｐ：右翼に頭が上が 
  らない門真市共 
  産党！★「トポス 
  補償非難謀略宣 
  伝」とは？ 
   
５Ｐ：門真市共産党の 
  正常化が必要！ 
  
６Ｐ：園部市長はどん 
  な人だったのか？ 
  
７Ｐ：今回の市議選の 
  構図 
  
８Ｐ：戸田ＨＰの世界 
  にようこそ！ 
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★2013 年 11 月から右翼が大量・執拗に押しかけ、2014 年に元右翼の売名家＝ 

 竹内社長が提訴し、それに門真市共産党の活動家達（住みよい門真市をつく 

 る会）が乗っかって参加し、右翼や親維新市議らが同調して騒ぎ立てた 

 「トポス補償イチャモン訴訟」が、2018 年 12/14 最高裁決定でついに終了！ 

◆騒動発生から 5 年超、醜悪な「イチャモン連合」の宣伝・主張がデタラメな 

 言いがかりに過ぎなかった事が最高裁決定で確定したが、「デマ宣伝や右翼 

 の横行」、「門真市共産党の愚劣化」、「園部市長の急死と維新・宮本市長誕 

 生」など、門真市に残した傷跡は深い。 

●最大の受益者は市長になれた維新・宮本とその一派！ 

●２番めの受益者は、右翼野放し・右翼と野合で「正義の味方」ヅラを 

 して、ずっと市民を騙したまま票集めを続けている門真市共産党！ 
  
▲「これは園部市政転覆の謀略だ！」と本質を見抜いて右翼と闘い、啓 

 発し続けた戸田は「裏で金をもらっている」等のデマ宣伝を激しく流 

 され、2015 年市議選で票を減らす大損害！▲園部市長は無念の病死！ 
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 たしかに裁判傍聴は何人も自由なのだから、右翼が来ても誰も文句は言えない。▲だが、「『原告団が行なう裁

判報告集会』に右翼ゴロ共を参加させるか否か」は、あくまで裁判原告団の責任で決めるものだ。 

■しかし竹内社長＋１２人の門真市共産党陣営の活動家（共産党の市長選団体である「住みよい門真をつくる会」 

の幹部達＝元共産党議員や元市長候補を含むお歴々！）によって構成された「トポス訴訟原告団」は、 

●トポス問題を口実にして執拗に門真市政への介入を図り、●大量の大音響街宣車で市民に多大な恐怖心を与え、

●市職員と「共産党や緑風クラブ以外の議員達」に威圧を与え、●戸田に対して「右翼の自分に毎月約 100 万円の

秘密献金をしている」とか「戸田議員から議会質問のための金をせびられた」とかの全くのねつ造デマ宣伝もして

いるような反社会的ゴロ共を「あえて原告団の裁判報告集会に自由に参加させ続けて、情報を与えてきた」のだ！ 
   
▲本来ならば、「原告団主催の裁判報告集会には、市民威迫街宣をしてきた右翼は参加させない！」という毅然た 

 る態度を取るのが「常識」というものだが、門真市共産党にはそういう「常識」が無い！ 

◆なるほどこの裁判は｢元右翼の竹内社長が起こした裁判に、共産党がお願いして原告参加させてもらったもの」

だが、共産党側 12 人が原告に加わって原告団は「竹内さん１：共産党側 12」となったのであり、「原告団の多数意

志で裁判総括集会等の原告団主催会合からの右翼排除は簡単に決められるはず」だ！ ▲しかしそれを全然考えな

いのが「右翼の行政介入威圧を批判した事が一度も無く、右翼襲来の事実すら市民に隠す門真市共産党」なのだ！ 

   参考情報：■右翼堂村と吉水議員が隣席で談笑する傍聴席！足立・糸も来て盛況（2015 年 12/22 法廷） 

 それは、Ａ「反維新の自民党穏健派市政を転覆させたい者達」の望み通りに、Ｂ「毎日新聞テレビを筆頭にし

たマスコミ」と「門真市と東大阪のボス右翼が仕切る多数の右翼団体」が「29 億円建物補償は不正な税金浪費だ！」

と執拗大量に騒ぎ立て、Ｃその流れに「緑風・維新グループ」が乗っただけでなく、「政治センス低劣な門真市共

産党」もホイホイ乗って同じ非難宣伝をさらに精密大量執拗に続けて「愚劣な地域政治」を重ねるという、門真市

でかつてなかった異様な「謀略デマ政治事件」である。（・・・そして園部市政が倒され維新市政になった！） 

 建物保障の２９億円については、共産党の福田議員も議会で「妥当な金額だ」と言っていた 2013 年。突如とし

て 11/1 毎日新聞が「29 億円もの税金浪費！」と園部市政を叩き、マスコミ全体が園辺市政叩き一色になった。 

 その報道直後、突如大量の右翼街宣車が門真市に市長に押し寄せ、門真市を恐怖の雰囲気に包み、「この騒ぎは

おかしいぞ」と分析した戸田への攻撃が始まった。（自民や公明の議員にも威圧。▲戸田には最初から名指し攻撃） 

 2014 年開始の通称「トポス裁判」で「こうすれば安く上がったのに」という「原告団の対案」は「2010 年３月

に市がトポスを買えば安く上がった」という、「議会でそんな事を言ったら大恥を書くだけの愚論」でしかなかっ

た。（体育館の面積の２倍もの土地を、残り部分は使用目的無しで買うなんて事は行政として絶対禁止事項だし、

市負担は他の要件からはるかに高額になるので！）それゆえこの裁判は、３審とも原告完全敗訴に終わった 
  
■マスコミはあれほど煽っておきながら何の報道検証もせず、高裁判決も最高裁決定も報道せず（！）、▲市民に 

行政不信を擦り込んだまま放置の無責任！ ■門真市共産党の「奮闘」は「赤旗」では一度も記事になっていない！ 

共産党本体からは「全国に報道出来ない活動」とみなされているのだろう。大阪府共産党レベルでも無視されてる。 
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(1)門真市共産党が国政問題や府政問題でやっ
ていることには、基本的に大いに賛同できる 

(2)だが門真市の議会や行政でやっている事の約半 

 分はダメ！共産党本来の姿からズレまくり！ 

(3)共産党の支持者も一般市民も、「門真市共産党 

 独自の異常なダメさ」を認識できていない！ 

(4)「門真市共産党の正常化」を進めなければ、門 

 真市の民主主義の進化（深化）も「反自公・反維 

 新」の「健全な野党共闘」もうまく進まない！ 
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    端的に言えば、 

    【１】門真で別格の、こわもての、 

    「顔役」企業で、全国的な政治力も持 

    つ土地開発のベテラン企業。 

    【２】常にその時々の市長と二人三脚

で門真市のまちづくりを進め、上手にもうけつ

つ手堅い仕事をしてきた「地域貢献企業」。  

【３】ほかのチンケな開発会社が門真を喰い荒

らす事への「抑止力」ともなってきた。 
 自民党政治家であり、公立保育園４つの一挙民営化など、戸田

が評価できない部分もあるが、輸出大企業重視でなく内需重視型、

タカ派でなく穏健派で、門真市消滅の合併話に手を染めなかった。 

 強権ペテンの橋下維新政治や都構想には反対の人でもあった。 

★2005 年当選後すぐに「市長退職金ゼロ」を実施！ 
 東市長は５期総額１億円の退職金を得た。戸田が唱えた「市長退職

金大幅削減論」は「１期 2000 万円を 300 万円程度にする現実論」だ

ったが、園部市長は全国でほとんど皆無の「退職金ゼロ」を敢行！ 
   
★2005 年当選後すぐに全小中学校のエアコン設置実行！ 
 当時の財政難の中、全国でも例が少ないこの政策実施した判断力！
それから 13 年経った昨年夏でも学校エアコン無し・子供には暑さを
ガマンさせろ論の自治体の多さが報じられる中、その先進性が光る！ 
   
★東市長時代とは比べものにならない情報開示姿勢！    
★左翼の戸田の提起も受け入れて、行政システム改善。 
 全国的先進の反ヘイト人権施策・脱関電の電気契約で 
 年間540 万円節約・公共工事検査や契約の品質向上等  々
  
★自治基本条例や地域通貨などの先進的自治政策導入、 
 中学生オーストラリア派遣ありの英語スピーチコンテ 

 ストなど、子供達に夢を与える政策の実施と継続 

  （地域通貨は継続できなかったが、先進的チャレンジだった） 

・・・トータルに見れば「先進的善政を実施した名市長 

だった」、と言ってよいと思う。 

 そんな光亜だから、共産党も議会で問題にす

る時は会社名を出さず、「腫れ物に触る」よう

な扱いをしてきた。（トポス問題勃発までは） 

★しかし戸田は違う！光亜会長が門真市
消滅合併の推進者になった 2002 年～04 年
には光亜の社名どころか会長の氏名と顔

写真入りのビラで厳しく批判し続けた！ 
 こんな事をしたのは戸田だけ！ 
    
 トポス問題では何ら不当さが無いので批判

しなかったが、同時期の★2013 年末に市民通

報で「門真市職員への過去の接待旅行」が分か

ったので、これは 12 月議会で厳しく追及して

市の謝罪と職員処分を引き出した。 

      ただ、この戸田の正当な追求は、    

      マスコミや共産党らには「トポス 

      補償非難」に絡めて光亜と園部市 

      政を攻撃する材料にすり替え利 

      用された。 

      ←この新聞記事はその一環と 

     して共産党の福田議員ブログ

に    にアップされたものの一部だ 

     が、福田議員はこれが戸田の追 

     求によるものである事を全く

書いていない！非常に汚い「他人の成果の

すり替え利用」だと怒りを感じる！ 

 

 
  
 この接待旅行問題は議会とＨＰで膨大な労 

力を要したゆえに街頭宣伝する余裕は無かっ

たが、それをいい事に上記のデマが流され、市

民も｢戸田は何にも光亜追求をしていない」、 

「ああやっぱりね」、とだまされてしまう！ 

▲不正でない事を不正であるかのように騒ぐ

共産党らが高く評価され、不正をきっちり追求

する戸田が不当に評価される不条理よ！ 

 市役所内外に残る「東市長の集票利権構造」 

打破の闘いに、側近議員少数・面従腹背勢力

多数の園部市長はかなり苦労した。 

●市民に反発を受けた｢門真まつり廃止」の真

の理由は従来の反民主的で利権がらみの運営

体制の刷新だったが、それは公表できない事

だった。（戸田のみがＨＰや議会で指摘） 

●また園部市長には「いかにも自民党的な金

銭体質」も残っており、それが維新派やマス 

コミに突っ込まれる要因にもなったと思う。 
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 戸田ひさよし 事務所（兼住居） 

 〒571-0048 大阪府 門真市 新橋町   
     12-18 三松マンション 207 
 （京阪電鉄・門真市駅南徒歩２分） 

TEL：06-6907-7727  FAX：06-6907-7730 

    

 

 

 

 

 


